
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、日
本
で
は
2
0
5
0

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
と
す

る「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」の
実
現
を
め
ざ
す
脱
炭

素
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。温
室
効
果
ガ
ス

に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、中
で
も
多
く

排
出
さ
れ
て
い
る
の
が
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）。日
本

で
は
全
排
出
量
の
約
9
割
が
C
O
2
で
す
。

C
O
2
の
排
出
源
を
見
る
と
、約
4
割
が
電
力
部

門
で
、そ
の
大
半
を
占
め
る
の
が
火
力
発
電
所
か
ら

の
排
出
で
す
。脱
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
に
は
、火

力
発
電
の
割
合
を
減
ら
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
２
０
２
１
年
に
策
定
し
た

第
６
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、30
年
度
の
電

源
構
成
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）を
36
～

38
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。こ
の

目
標
達
成
に
向
け
、太
陽
光
発
電
の
導
入
支
援
や
、

洋
上
風
力
発
電
の
計
画
的
な
導
入
促
進
、送
配
電

網
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。産
業
界
で

も
脱
炭
素
化
の
動
き
は
加
速
し
て
お
り
、大
手
企
業

の
多
く
が
、自
社
の
事
業
活
動
で
使
用
す
る
電
力

を
１
０
０
％
再
エ
ネ
で
賄
う
こ
と
を
目
指
す「
Ｒ
Ｅ

１
０
０
」に
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、再
エ
ネ
の
導
入
促
進
の
機
運
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、２
０
２
２
年
度
の
全
発
電

電
力
量
に
占
め
る
再
エ
ネ
の
割
合
を
見
る
と
、ま
だ

２
割
を
少
し
超
え
た
程
度
で
す
。再
エ
ネ
を
主
力
電

源
化
す
る
た
め
に
は
、い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
の
で

す
。よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
再
エ
ネ
の
発
電
コ
ス
ト

高
で
し
ょ
う
。し
か
し
実
は
、そ
れ
よ
り
も
再
エ
ネ
普

及
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
の
が
、安
定
供
給
に
関

す
る
課
題
で
す
。

電
気
は
、需
要（
使
用
す
る
電
力
量
）と
供
給（
発

電
量
）の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
と
、電
力
系
統
※
１
の

周
波
数
が
変
動
し
ま
す
。大
き
な
変
動
は
発
電
所
や

工
場
の
機
器
に
悪
影
響
を
与
え
、大
規
模
な
停
電
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、常
に
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、電
力
の
需
要
は
季
節
に
よ
っ
て
、ま
た
一
日

の
時
間
帯
で
も
変
化
し
ま
す
。一
方
、再
エ
ネ
と
し
て

期
待
の
大
き
い
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
は
、発
電

量
が
天
候
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
制
御
が
困
難

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
現
在
は
、再
エ
ネ

由
来
の
電
気
を
電
力
系
統
に
導
入
す
る
場
合
は
、火

力
発
電
で
発
電
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、需
給
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
を
防
い
で
い
る
の
で
す
。

再
エ
ネ
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
で
更
に
複
雑
さ
を

増
す
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。そ
こ
で
期
待

さ
れ
て
い
る
の
が
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。

例
え
ば
、都
市
部
を
中
心
に
実
用
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」は
、I
T
技
術
に
よ
っ

て
、供
給
側
と
需
要
側
の
双
方
か
ら
電
力
量
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
き
る
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網
で

す
。こ
れ
ま
で
の
電
気
の
供
給
は
、大
規
模
発
電
所

か
ら
企
業
や
家
庭
な
ど
に
向
け
て
一
方
向
に
電
力
が

流
れ
る
も
の

で
し
た
が
、

ス
マ
ー
ト
グ

リ
ッ
ド
で
は

双
方
向
に
電

力
が
流
れ
る

ほ
か
、
供
給

の
過
不
足

と
い
っ
た
情

報
も
や
り
取

り
で
き
ま
す

（
図
参
照
）。

特
定
エ
リ
ア
や
施
設
単
位
で
発
電
・
供
給
・
管
理

を
行
う
小
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網「
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
」の
構
築
も
、各
地
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
時
に
は
再
エ
ネ
を
効
率
よ
く
利
用
し
、有
時
に
は

送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
独
立
し
て
特
定
エ
リ
ア
内

で
電
気
の
自
給
自
足
を
行
う
仕
組
み
で
す
。

ま
た
、太
陽
光
パ
ネ
ル
や
電
気
自
動
車
と
い
っ
た
一

つ
一
つ
は
小
規
模
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
、エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
網
で
活
用
す
る「
V
P
P（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン
ト
）」の
構
築
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

I
o
T
を
活
用
し
た
高
度
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
術
に
よ
っ
て
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
束

ね
、遠
隔
・
統
合
制
御
す
る
こ
と
で
、電
力
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
調
整
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の
仕

組
み
は
、あ
た
か
も
一
つ
の
発
電
所
の
よ
う
に
機
能
す

る
こ
と
か
ら
、「
仮
想
発
電
所
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
に
は
、ま
ず
は
需
要

と
供
給
の
電
力
量
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
不
可
欠
で
す
。需
要
側
に
つ
い
て
は
、各
家

庭
な
ど
へ
の
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
※
２
の
設
置
に
よ
り
、リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
の
電
力
使
用
量
の
把
握
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

一
方
、供
給
側
の
発
電
量
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

発
電
所
な
ど
現
場
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
務
と

考
え
て
い
ま
す
。水
力
発
電
所
や
風
力
発
電
所
は
、

山
間
部
な
ど
人
里
離
れ
た
場
所
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、機
器
の
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
行

く
の
も
大
変
で
す
。ま
た
、他
業
界
と
同
様
、電
力
業

界
に
も
高
齢
化
と
人
材
不
足
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い

ま
す
。従
来
は
、ベ
テ
ラ
ン
従
業
員
の
技
術
や
経
験
で

補
っ
て
い
ま
し
た
が
、近
い
将
来
立
ち
行
か
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、セ
ン
サ
ー
や
A
I
、デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
※
３

な
ど
を
活
用
し
、発
電
量
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
把

握
の
ほ
か
、遠
隔
か
ら
の
制
御
や
管
理
、機
器
の
故

障
を
事
前
に
察
知
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
な
ど
、

業
務
の
効
率
化
と
高
度
化
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

環
境
と
経
済
の
両
立
は
、も
は
や
選
択
肢
で
は
な

く
必
須
の
経
営
課
題
で
す
。グ
リ
ー
ン
D
X
へ
の
投

資
は
、単
な
る
コ
ス
ト
増
で
は
な
く
、競
争
優
位
性
の

確
立
と
持
続
的
な
企
業
価
値
創
出
へ
の
道
筋
で
す
。

次
世
代
に
持
続
可
能
な
社
会
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

今
こ
そ
経
営
判
断
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。明
る
い
未

来
は
、今
日
の
決
断
か
ら
始
ま
る
の
で
す
。

地球温暖化による気候変動が深刻化する今、脱炭素社会の実現はもはや待ったなしの課
題です。化石燃料依存からの脱却と再生可能エネルギーの普及促進がカギといえるでしょ
う。しかし、再生可能エネルギーへの切り替えはそう簡単ではありません。実は、ここでも
重要になるのがDX。今回は、経済成長と環境保護を両立させる、これからの時代に必要不
可欠な戦略、グリーンDXについて解説します。

グリーンＤＸで脱炭素社会へ
今回のキーワード

キーワードから読み解くＤＸ

高
ま
る
再
エ
ネ
導
入
の
機
運

現
場
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
が
急
務

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

柴山治（しばやま・おさむ）
デジタル戦略プランナー／
株式会社YOHACK CEO

米国ワシントン大学 経営学修士課程（Global 
Executive MBA）修了。ITベンチャー、コンサル
ティングファーム、外資系生命保険会社等を経
て、現在は株式会社YOHACK代表。
企業の成長フェーズや課題に応じた、テーラーメイド 
の支援を提供している。著書に 

『日本型デジタル戦略』等がある。

※�DXに関するお悩みは、どんなことでも
お気軽にご相談ください。

（図）スマートグリッドの概念

※1　電力を供給するための発電・変電・送配電を統合したシステム※2　電力使用量をデジタルで計測し、そのデータを無線通信で電力会社に送信する電力量計
※3　インターネットに接続した機器などを活用して現実空間の情報を取得し、サイバー空間内に現実空間の環境を再現すること
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